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第
五
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、「
お

い
て
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六

十
六
号
）」を
加
え
、
同
条
を
第
五
十
七
条
の
四
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」に
、「
日
本
船
舶（
同

法
第
三
十
八
条
」
を
「
日
本
船
舶
（
同
法
第
三
十
七
条
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
十
九
条
の
五
第
七

項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
七
項
」
に
、「
第
三
十
八
条
」
を
「
第
三
十
七
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三

十
九
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
」

を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
に
あ
つ
て
は
、」を
「
政
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
に
限

る
も
の
と
し
、
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
中
「
法
人
税
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
同
法
」
を
「
法
人
税
法
」
に
改
め

る
。第

六
十
二
条
の
三
第
四
項
中
「
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

項
第
十
二
号
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
中
「
地
域
」
を
「
区
域
」
に
、「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
、「
第
十
三
号
」

を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項

第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
二
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
中
「
都
市
計
画
区
域
」
を
「
都
市
計
画
区

域
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
区
域
」
に
改
め
、「
及
び
次
号
」
を
削
り
、「
第
八
号
の
二
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項

第
十
四
号
中
「
開
発
許
可
」
を
「
都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
」
に
、「
当
該
死
亡
し
た
」
を
「
そ
の
死

亡
し
た
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
第
八
号
の
二
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
当
該
死

亡
し
た
」
を
「
そ
の
死
亡
し
た
」
に
、「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
六
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第

十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

同
条
第
十
五
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
八
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
五
号
」
を

「
第
四
号
」
に
改
め
、「
は
、
当
該
買
換
資
産
」
の
下
に「（
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長

に
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
の
届
出
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
買
換
資
産
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
第
二

号
」
を
「
第
一
号
」
に
改
め
、「
令
和
二
年
四
月
一
日
前
に
同
欄
の
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
と
な
つ
た
区
域
内

又
は
」
を
削
り
、
同
項
の
表
の
第
一
号
を
削
り
、
同
表
の
第
二
号
の
上
欄
中
「
区
域
（
」
の
下
に
「
イ
又
は
ロ
に
掲

げ
る
区
域
に
あ
つ
て
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
前
に
当
該
区
域
と
な
つ
た
区
域
を
除
く
。」を
、「
建
物
」
の
下
に「（
そ

の
附
属
設
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
の
下
欄
中
「
航
空
機
騒
音

障
害
区
域
以
外
の
地
域
内
」
を
「
上
欄
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
以
外
の
地
域
内
（
国
内
に
限
る
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
市
街
化
区
域
」
を
「
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
の
市
街
化
区
域
と
定
め
ら
れ
た
区

域
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
の
第
一
号
と
し
、
同
表
の
第
三
号
の
上
欄
中
「
既
成
市
街
地
等
及
び
こ
れ
に
類
す
る
区

域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
区
域
」
を
「
次
に
掲
げ
る
区
域
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で

定
め
る
区
域
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
既
成
市
街
地
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。イ

首
都
圏
整
備
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地

ロ

近
畿
圏
整
備
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
都
市
区
域

ハ

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
に
類
す
る
区
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
区
域

第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
三
号
の
下
欄
中
「
上
欄
に
掲
げ
る
区
域
」
を
「
既
成
市
街
地
等
」
に
改
め
、

同
号
を
同
表
の
第
二
号
と
し
、
同
表
の
第
四
号
の
上
欄
中
「
所
有
期
間
」
の
下
に「（
そ
の
取
得
を
さ
れ
た
日
の
翌
日

か
ら
こ
れ
ら
の
資
産
の
譲
渡
を
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
の
一
月
一
日
ま
で
の
所
有
期
間
と
す
る
。）」
を
加
え
、
同
号

を
同
表
の
第
三
号
と
し
、
同
表
の
第
五
号
の
上
欄
中
「
満
た
な
い
も
の
」
の
下
に「（
建
設
業
そ
の
他
の
政
令
で
定
め

る
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）」
を

加
え
、
同
号
を
同
表
の
第
四
号
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第

五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、「
は
、
当
該
買
換
資
産
」
の
下
に「（
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
税
地
の
所
轄

税
務
署
長
に
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
の
届
出
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
買
換
資
産
に
限
る
。）」
を
加

え
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
四
号
」
を「
第
三
号
」に
、「
地

域
再
生
法
第
五
条
第
四
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
集
中
地
域
（
第
二
号
に
お
い
て
「
集
中
地
域
」と
い
う
。）以
外
の
」

を
「
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
次
の
各
号
」
を
「
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
」
に
改
め
、「
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は

法
人
が
譲
渡
を
し
た
同
表
の
第
三
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
が
第
三
号
に
掲
げ
る
地
域
内
に
あ
る
本
店
資
産
（
当
該

法
人
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
建
物
及
び
構
築
物
並
び
に
こ
れ
ら
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
る

土
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
し
、
か
つ
、
当
該
法
人
が
取
得
を
し
た
同
表
の
第
三
号
の

下
欄
に
掲
げ
る
資
産
が
第
一
号
に
掲
げ
る
地
域
内
に
あ
る
本
店
資
産
に
該
当
す
る
と
き
」
を
加
え
、「
そ
の
」
を
「
こ

れ
ら
の
」
に
改
め
、「
か
か
わ
ら
ず
、」の
下
に
「
当
該
資
産
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
域
の
う
ち
い
ず
れ
の
地
域
内
に

あ
る
か
に
応
じ
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
」

を
「
第
五
条
第
四
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
集
中
地
域
（
次
号
に
お
い
て
「
集
中
地
域
」
と
い
う
。）以
外
の
地
域
」

に
、「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
九
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の

第
一
項
に
規
定
す
る
計
算

し
た
金
額
の
百
分
の
七
十
（
そ
の
譲
渡
を
し
た
資
産
及
び
取
得
を
し
た
資
産
の
い
ず
れ
も
が
本
店
資
産
に
該
当

す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
六
十
）
に
相
当
す
る
金
額

第
六
十
五
条
の
七
第
十
六
項
第
二
号
中
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
及
び
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
八
第
一
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
五
号
」
を

「
第
四
号
」
に
、「
第
二
号
の
」
を
「
第
一
号
の
」
に
改
め
、「
令
和
二
年
四
月
一
日
前
に
同
欄
の
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲

げ
る
区
域
と
な
つ
た
区
域
内
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
項
第
二
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四

号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、「
同
項
中
」
の
下
に「「
買
換
資
産
（
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
の
届
出
を
し
た
場
合
に
お
け

る
当
該
買
換
資
産
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
買
換
資
産
」
と
、」を
加
え
、「
あ
る
の
は
、」を
「
あ
る
の
は
」に
改
め
、

同
条
第
八
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、「
同
条
第
九
項
中
」
の
下
に「「
買
換
資
産
（
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
の
届
出
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該

買
換
資
産
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
買
換
資
産
」
と
、」を
加
え
、「
あ
る
の
は
、」を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
、
同
条

第
十
四
項
及
び
第
十
五
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」

に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
九
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
取
得
を
」
の
下
に
「
し
、
同
項
及
び
同
条
第
九
項
の
届
出
を
」
を
加
え
る
。

第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
満
た
な
い
場
合
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
株
式
交
付
の
直
後
の
当
該
株
式
交
付
親

会
社
が
法
人
税
法
第
二
条
第
十
号
に
規
定
す
る
同
族
会
社
（
同
号
に
規
定
す
る
同
族
会
社
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

判
定
の
基
礎
と
な
つ
た
株
主
の
う
ち
に
同
号
に
規
定
す
る
同
族
会
社
で
な
い
法
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
を

そ
の
判
定
の
基
礎
と
な
る
株
主
か
ら
除
外
し
て
判
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
も
同
号
に
規
定
す
る
同
族
会

社
と
な
る
も
の
に
限
る
。）に
該
当
す
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
六
十
六
条
の
五
の
二
第
二
項
第
三
号
ロ
中
「
法
人
税
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
六
十
六
条
の
六
第
五
項
第
一
号
中
「
百
分
の
三
十
」
を
「
百
分
の
二
十
七
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
一
号

中
「
外
国
関
係
会
社
（
特
定
外
国
関
係
会
社
」
を
「
部
分
対
象
外
国
関
係
会
社
（
当
該
部
分
対
象
外
国
関
係
会
社
の

う
ち
、
当
該
各
事
業
年
度
に
お
い
て
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
も
の
（
次
項

に
お
い
て
「
添
付
不
要
部
分
対
象
外
国
関
係
会
社
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
三
十
」を「
百

分
の
二
十
七
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

当
該
各
事
業
年
度
の
租
税
負
担
割
合
が
百
分
の
二
十
未
満
で
あ
る
対
象
外
国
関
係
会
社
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